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岸ら（2014）は説明文作成時の読み手への意識

を測定する尺度を作成している。しかし，読み手

への意識は文章推敲段階で文章作成に影響を与

えるとする研究も多くみられる。そこで，文章の

推敲段階にも着目して尺度作成を行う。本研究で

は，大学生にとって身近なレポート作成を取り上

げ，書く，推敲の両段階で想定される読み手，そ

れら読み手への配慮・工夫の違いを検討する。 

方法 

調査参加者 教育学研究科の大学院生 29 名。 

手続き 大学で行ったレポート作成をイメー

ジさせ，レポートを書く段階及び推敲段階で，①

読み手として想定した人物の特性，②読み手のた

めの配慮，工夫について質問紙に回答させた。 

結果と考察 

読み手についての自由記述に対して，フリーソ

フト KHCoder を用いたテキストマイニングを行

った（Figure 1，Figure 2）。また，読み手への配慮，

工夫についての回答を KJ法で分類した（Table 1）。

これらの結果から，書く段階では出題者，推敲段

階では評価者としての読み手を意識し，それへの

配慮を行ったことが示唆された。今後は，この結

果をもとに読み手への意識尺度を作成する。 

引用文献 岸 学・辻 義人・籾山香奈子（2014）説

明文産出における「読み手意識尺度」の作成と妥当性

の検討 東京学芸大学紀要，65，109-111． 

Figure 1. 書く段階で想定する読み手の特性 Figure 2. 推敲段階で想定する読み手の特性 

カテゴリ 頻度 回答例 カテゴリ 頻度 回答例
専門家 19 ・専門家　・その分野の専門家 評価者 18 ・評価者　　・評価する側
評価者 14 ・評価者　・評価する側である 一般的な読み手 14 ・誰が読むか　・層の広さ

一般的な読み手 12 ・誰が読むか　・層の広さ 専門家 13 ・専門家　　・その分野の専門家
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